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繋留気球用自記通風乾湿計の試作＊

田 沢 誠
＊＊

　1．　まえがき

　1963年7月，苫小牧市の東方部，勇払原野で行なわれ

た消霧実験に際して，プ・パンガスの燃焼による昇温

が，上空で，どの程度効果的かを知るために，地上ばか

りでなく，空中での温度湿渡の測定が必要であった．

　観測には，カイツーンと呼ばれる繋留気球が使用され

た．過去においてこの種の気温測定1）には，サーミスタ

ーが多・く使用されたが，これは精度は高いが，繋留索にリ

ード線を洛わせることによる不便と重量増加があった．

　又ラジオゾンデやメテオログラフ等も使用されたが，

風のある時は，索の振動によってペンの移動が激しく，

正確を期し難かった．

　以上の理由で，野外での扱いが簡単で，振動に強く，

しかも指示値が確実なアスマン方式の乾湿計の自記を目

的とし，繋留気球用自記通風乾湿計の試作をし，一応，

目的を達することが出来た．

　なお，本装置の特徴は，棒状温度計の示度を直接印画

紙に自記することであるが，この試みは，すでに，三原

義秋2）によって，実用化され，水温測定に利用されてい

る．しかし，本装置の場合は市販のアルコール温度計を

そのまま利用出来，方式も，より簡単であると思われる．

　2．　原　理

　棒状温度計（赤色アルコール）の毛細管部（第1図）

に，スリット（a）を通して平行光線を当てると，毛管内

のアルコールの入っている部分では，光が吸収され，真

空部分では，光の反射屈折が見られる．このため，アル

コールの入っている部分と真空部分とで非常に大きな明

るさのコントラストが出来る．光の来る真うしろでは，

コントラストが悪いが，横方向に，スリット（b）を温度

計と密着させておいて，このスリットに接して，印画紙

を移動させると，アルコーノレ桂の高さ，即ち，温度計示

度の時間的変化を測ることが出来る．この場合に，スリ

ット（D）と温度計の目盛とを一致させることにより，

目盛も同時に記録される．

　3．　方　法

　予備実験で，上述の如く，棒状温度計のアルコール部

の高さを記録できることが分ったので，これを利用して

本装置を試作した．第2図は，本装置の略図である．

　ライトボックスに付着している2本の細い円筒に，ス

リットが切ってあり，温度計を差しこむようになってい

る．印画紙はオシログラフ用のペーパーを使用し，これ

を，あらかじめ，ループ状に作っておき，ドラム（ωと

（2）に掛ける．ドラム（1）は前後に，2cmほど移動して
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固定できるようにしてあり，従って，印画紙をぴんと張

って，スリット（b）に密着することが出来る．照明は

豆電球により行なう．豆電球より出た光は，ライトボッ

クス内で鏡に反射され，焦点距離上に置かれた凸レンズ

によって平行光線として，スリット（a）より入り，温度

計の毛細管に当り，スリット（b）より出て，乾湿両温度

計の示度が，1枚の印画紙に記録される．記録を読みと

るときは，2つに切り上下に合せて乾球と湿球の示度を

対応させる．レンズは軽くするため必要部分を切り取っ

255

て用いた．又時計仕掛によりリレーを藪かし，30秒毎に

約1秒間照明が行なわれ，その直後に，マイクロモータ

ーが1定量回転して，これによりドラム（1）が回転して

印画紙約2mm送られるようにした．この場合は60分以

上に亘る自記が可能である．

　第3図は繋留索に，本装置をとりつけたものであり，

全長約50cm尾翼の長さは23cmである．材質はほとん

どアルミニュームを用いたので重量は1．2kgである．

通風には，ハンドクリーナー用のマイクロモーターとフ
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第3図　繋留索にとりつけた自記通風乾湿計

藷糞

ガ麟

露祭驚

溌燕§

　　　鋒．

i　ミ
議　　　　1

　壊
霧，欝

慰

欝

棚
灘

難

棄

鍵麟

驚筆鍵雛嶽i黛懸凄

きニロ

獲’

専

熱鯵

ゆ　コ

醸餐

蕪

第4図　乾湿計の内部
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第5図　繋留気球用自記通風乾湿計により得られた記録
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アンを利用し十分な風速を得た．温度計は外気にさらさ

れる球部とその附近から，光線が入って印画紙に影響す

るため，球部を銀メッキして用いた．

　第4図は，装置の内部を示したものであり，印画紙の
　　　　　　　

装てんは暗箱を用いて行った．第5図はこの装置により
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気温と湿度の垂直変化の例で共に午前5時
頃に測定．

得られた記録の一部を示すものである．Dは乾球，W

は湿球の示度変化を表わす．コントラストのうすい部分

はアルコーノレ柱の高さを示し，横軸は時間を示す．左は

霧のない場合で，右は霧のある場合の高度25mでのプ

・パンガス燃焼による昇温が記録されている．なお，左

右の記録の始めと終り近くで各々温度の下降と上昇が見

られるのは装置を地上から空中に上げたり下げたりした

ための変化である．

　4．　結　果

　この装置により得られたデーターの例を第6図のグラ

フに示した．第6図の下は霧のないとき，上は霧のある

時の各々25mの高度での昇温を示しており，霧のない

ときは最高で10C霧のあるときは0．5。C程度の昇温効

果が見られる．

　第7図は，温度湿度の垂直分布を示しており，左は霧

のないとき，右は霧のあるときの例である．なお観測点

が，航空路の下のため索長を100m以上にすることが出

来なかった．

　5．　まとめ

　この装置は繋留気球索に2個以上取り付けて，違う高

さの下層大気の同時観測が可能である．また原理的に

は，アルコール温度計を用いた温度測定の自記にはすべ

て利用できる．繋留気球用としてはまだ重いので改良す

べきであると思う．測定の精度は0．10Cを目標として

製作したが，十分目的を達し得たと思う．
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